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   隋唐両王朝成立史についての従来の考え方 
 魏晋南北朝時代の長い分裂期をへて、中国再統一を果たした隋王朝と、それをひきつい
で長期政権を確立した唐王朝は、後の中国史に与えた影響と、わが国をも含めた周辺諸国
の古代国家成立に与えた影響とから、東アジア史の画期をなす重要な時代であり、これま
で多くの研究が蓄積されてきた。しかしながら、隋唐両政権成立史そのものの研究となる
と、今日の学界において最も支配的である学説は、依然として１９４０年代に中国の陳寅
恪が提唱した「関隴集団説」である。「関隴集団」とは、長安を中心とする関隴地方に移住
した鮮卑系武人と在地土着の漢人豪族とが融合して形成された支配者集団を指し、同説は、
隋唐による中国統一をこの集団の発展・拡大の歴史ととらえ、関隴集団と山東貴族との対
立が唐代政治史の基調をなしたと見る考え方である。 
 一方、唐王朝を特徴づけるものに、その世界帝国的な国際性を主張する考え方も、学界
では以前より支配的である。唐代の中国に極めて国際色の濃い社会が現出した過程は、唐
による突厥（テュルク）の解体の結果、突厥がおさえていた内陸アジア商業利権が唐に組
み込まれ、それによって中国と西方との通商が一体化した点に求める考え方が、学界の一
般的な傾向であった。 
 しかしながら、「関隴集団説」と唐の世界帝国的性格の現出とは、必ずしも結びつかない。
「関隴集団説」は中国を統一した勢力の分析にはなっていても、唐の国際性を有効的に説
明づけてはいないのである。著者の主要眼目はまさにこの点にあり、本論文は「関隴集団
説」が本当に妥当な考え方なのか、唐の世界帝国的性格がもたらされた理由がどこにあっ
たのか、を分析したものである。 
   本論文の主張 
 本論文は三篇からなり構成は以下の通りである。第一篇 隋唐の系譜と「関中本位政策」 
第一章 唐初における『貞観氏族志』の編纂と「八柱国家」の誕生、第二章 西魏・北周に
おける本貫の関隴化について、第三章 西魏・北周の「賜姓」政策について 第二篇 「関隴
集団」の実態 第一章 唐・開元二十六年「北周・尉遅迥廟碑」について、第二章 隋・唐初
期の八柱国家の実態―開皇二十年「独狐羅墓誌」を手がかりとして―、第三章 玄武門の変
と李世民配下の山東集団―房玄齢と斉済地方― 第三篇 ソグド人史料から見た隋唐帝国の
成立 第一章 新出土史料より見た北朝末・唐初間ソグド人の存在形態―固原出土史氏墓誌
を中心に―、第二章 隋・唐初の河西ソグド人軍団―天理図書館蔵『文館詞林』「安修仁墓
碑銘」残巻をめぐって―  付章 ソグド人漢文墓誌 結論。 
第一篇では、「関隴集団説」そのものが再検討される。関隴集団の根幹をなすとされる西
魏の「八柱国家」「十二大将軍家」（唐・李氏は八柱国家の一つ、隋・楊氏は十二大将軍家
の一つ）は、唐の第二代太宗の時代に、王室の家格とその伝統を誇示するために捏造され
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たものであること、西魏・北周期における「本貫の関隴化」と「賜姓政策」はいずれも「関
隴集団」の概念の論拠とはなりえないことを明らかにし、したがってこの二十の家柄が中
心勢力となって隋・唐が形成されたと見るのは、唐代の作為によってそのように見えるに
すぎないと結論づける。 
 第二篇では、隋・唐を形成した勢力の実態を解明するため、当時の一次史料である墓碑・
墓誌をとりあげ、これらの家柄に対する評価が唐代には二転三転したことを明らかにし、
「八柱国・十二大将軍家」が唐代に作為された概念であるとする自説を補強する。同時に、
山東勢力が太宗の支配下に入り込む経過を分析し、唐代政治史を関隴と山東の対立の図式
で描く考え方の限界を述べる。 
 第三篇では、唐代中国社会の国際性を述べる際にしばしばとりあげられるペルシャ系ソ
グド人に関する史料を分析する。ソグド人の一部は北魏末期より中国に移住しており、し
かもその性格は従来描かれていたような商人としての移住ではなく、彼らは中国各地に植
民聚落とそれを基盤とした軍団を形成し、その軍事力が唐の建国と唐初の政変（玄武門の
変）に深く関与していたとする。 
   本研究の意義 
 そもそも陳寅恪の「関隴集団説」は、隋・唐が関隴地方の勢力によって形成されたとす
る唐代政治史の見通しを述べたものにすぎなかった。それが、その後の学界で一人歩きを
し、唐代の新しい貴族層の形成とまでとらえられるようになった。この視点に立つと、隋・
唐の形成が中華世界の枠内での現象としか理解されず、そこが唐の世界帝国的性格と結び
つかなかったのである。 
 本論文によれば、隋・唐両王朝は、武川鎮出身者を中心とする胡族と関隴地方在住の漢
族だけでなく、山東の勢力やソグド人などの諸民族が加わり、ユーラシア東半の大きな民
族交流の中から生まれてきた現象と結論づけられる。唐王朝の国際性は誰しもが認めると
ころではあるが、それが現出した経緯を有効的に跡づけた研究はこれまで存在せず、本論
文は初めてそれに成功したといってよい。そのうえ、厳しい史料批判の目によって唐王室
の正統性の作為を見破った能力や、単なる残巻にすぎなかった断片史料を石刻史料と照合
することでその史料的性格を見抜き、それによってソグド人軍団のあり方を認識の表面に
浮かび上がらせた能力などは、高く評価される。 
 以上の理由により、審査員一同は、本論文が博士（文学）の学位に値するものであるこ
とを認める。 
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